
○

Ｒ 年 月 日 ～ Ｒ 年 月 日

（ ）

円

（ ）

令和２年度補助金・負担金調書 Ｎo. ※

担当課 文化課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 136780

１　補助金・負担金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金等の名称 関市子ども文化事業補助金 補
助
金
の
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支 出 の 根 拠 決裁による
(3)一般負担金(団体等への負担金など)

(4)事業負担金(団体等事業に対する負担金など)

③支  　出 　 先 関市子ども文化事業実行委員会
(5)個人に対する補助金・負担金

(6)その他

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額 千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

意　図 全国の文化作品にふれる機会等を通じて豊かな心を育てる という状態にする

⑥期　　　　　間 2 4 1 3 3 31

⑤支 出 の 目 的

対　象 全国の子どもたち に対して

手　段 全国子ども俳句コンクール(木の造形作品の部・俳句の部) を行うことで

受益者 関市の子どもたち が（を）

補助・負担開始年度 平成 12 年度

⑦事 務 局 体 制 ○ 主に市の担当課 主に支出先団体 その他

⑧構成員の負担 ○ 負担なし 負担あり 負担額 あたり

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

①補助・負担金
　の額（千円）

H30決算 R1決算 R2決算 R3予算 補助・負担率を定めている→補助率

4,000 4,000 600 5,300
単価を定めている→算式

定額補助・負担 ○ その他 事業による

②過去における
　見直し状況

新型コロナウイルスの感染防止のため、R2年度に予定していた事業のほとんどがが中止となったため、補助金
の申請額を減額させた。

③支出先の決算
　の状況

R2歳入決算額 1,006 千円 R2歳出決算額 409 千円 翌年度繰越額 597 千円

R2歳入に占める補助・負担金の割合 59.6 ％ 決算額を把握していない

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助・負担することが適当か 適切

類似の補助・負担金はあるか(あれば名称) なし

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助・負担を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助・負担率は適正か 適正

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

○ １現状のまま継続 ２補助・負担内容を見直す

③有効性

補助・負担の目的は達成できているか 達成できている

②課　　　　　題
　（改善状況等）

全国子ども作品コンクール（木の造形作品の部・俳句の部）は応募作品が減少傾向にある
ため、運営方法等の見直しを行う必要がある。

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討
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②課　　　　　題
　（改善状況等）

練習場所及び楽器等保管場所の確保。

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

○ １現状のまま継続 ２補助・負担内容を見直す

③有効性

補助・負担の目的は達成できているか 達成できている

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助・負担を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助・負担率は適正か 適正

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助・負担することが適当か 適切

類似の補助・負担金はあるか(あれば名称) なし

②過去における
　見直し状況

③支出先の決算
　の状況

R2歳入決算額 899 千円 R2歳出決算額 227 千円 翌年度繰越額 672 千円

R2歳入に占める補助・負担金の割合 7.0 ％ 決算額を把握していない

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

①補助・負担金
　の額（千円）

H30決算 R1決算 R2決算 R3予算 補助・負担率を定めている→補助率

279 279 63 279
単価を定めている→算式

○ 定額補助・負担 その他

⑧構成員の負担 負担なし ○ 負担あり 負担額 一会員 あたり 12,000

補助・負担開始年度 平成 1 年度

⑦事 務 局 体 制 主に市の担当課 ○ 主に支出先団体

⑥期　　　　　間 2 4 1 3 3 31

その他

⑤支 出 の 目 的

対　象 関市民吹奏楽団 に対して

手　段 市民が吹奏楽に触れる機会の提供 を行うことで

受益者 関市民吹奏楽団団員 が（を）

意　図 関市の音楽文化を盛り上げる という状態にする

④国・県の負担 なし
国の負担あり 負担割合 負担額 千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

１　補助金・負担金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金等の名称 関市民吹奏楽団補助金 補
助
金
の
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支 出 の 根 拠 関市文化団体活動補助金交付要綱
(3)一般負担金(団体等への負担金など)

(4)事業負担金(団体等事業に対する負担金など)

③支  　出 　 先 関市民吹奏楽団
(5)個人に対する補助金・負担金

(6)その他

令和２年度補助金・負担金調書 Ｎo. ※

担当課 文化課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 139950
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②課　　　　　題
　（改善状況等）

会員の減少と高齢化。

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

○ １現状のまま継続 ２補助・負担内容を見直す

③有効性

補助・負担の目的は達成できているか 達成できている

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助・負担を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助・負担率は適正か 適正

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助・負担することが適当か 適切

類似の補助・負担金はあるか(あれば名称) なし

②過去における
　見直し状況

③支出先の決算
　の状況

R2歳入決算額 520 千円 R2歳出決算額 501 千円 翌年度繰越額 19 千円

R2歳入に占める補助・負担金の割合 48.1 ％ 決算額を把握していない

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

①補助・負担金
　の額（千円）

H30決算 R1決算 R2決算 R3予算 補助・負担率を定めている→補助率

250 250 250 250
単価を定めている→算式

○ 定額補助・負担 その他

⑦事 務 局 体 制 主に市の担当課 ○ 主に支出先団体 その他

⑧構成員の負担 負担なし ○ 負担あり 負担額 一会員 あたり 5,000

意　図 菊花展展示や各地域での菊栽培指導の支援ができる という状態にする

⑥期　　　　　間 2 4 1 3 3 31

⑤支 出 の 目 的

対　象 菊友会 に対して

手　段 菊栽培のノウハウの継承 を行うことで

受益者 菊友会員 が（を）

補助・負担開始年度 昭和 45 年度

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額 千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

１　補助金・負担金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金等の名称 菊友会補助金 補
助
金
の
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支 出 の 根 拠 関市文化団体活動補助金交付要綱
(3)一般負担金(団体等への負担金など)

(4)事業負担金(団体等事業に対する負担金など)

③支  　出 　 先 菊友会
(5)個人に対する補助金・負担金

(6)その他

令和２年度補助金・負担金調書 Ｎo. ※

担当課 文化課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 139950
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Ｒ 年 月 日 ～ Ｒ 年 月 日

（ ）

円
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②課　　　　　題
　（改善状況等）

・会員の減少と高齢化。
・令和4年度に関市文化協会が設立50周年を迎え、記念事業を予定している。

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

○ １現状のまま継続 ２補助・負担内容を見直す

③有効性

補助・負担の目的は達成できているか 達成できている

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助・負担を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助・負担率は適正か 適正

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助・負担することが適当か 適切

類似の補助・負担金はあるか(あれば名称) なし

②過去における
　見直し状況

令和2年度は、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、研修委員会の活動が中止となったため、補助金の交付額
が減額となった。

③支出先の決算
　の状況

R2歳入決算額 3,013 千円 R2歳出決算額 2,052 千円 翌年度繰越額 961 千円

R2歳入に占める補助・負担金の割合 36.7 ％ 決算額を把握していない

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

①補助・負担金
　の額（千円）

H30決算 R1決算 R2決算 R3予算 補助・負担率を定めている→補助率

1,500 1,500 1,105 1,500
単価を定めている→算式

○ 定額補助・負担 その他

⑦事 務 局 体 制 ○ 主に市の担当課 主に支出先団体 その他

⑧構成員の負担 負担なし ○ 負担あり 負担額 一会員 あたり 800

意　図 文化の向上と伝統を継承していくことを支援する という状態にする

⑥期　　　　　間 2 4 1 3 3 31

⑤支 出 の 目 的

対　象 関市文化協会 に対して

手　段 関市の文化の情報提供や収集、様々な展示会などの催し を行うことで

受益者 関市文化協会会員 が（を）

補助・負担開始年度 昭和 47 年度

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額 千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

１　補助金・負担金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金等の名称 関市文化協会補助金 補
助
金
の
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支 出 の 根 拠 関市文化団体活動補助金交付要綱
(3)一般負担金(団体等への負担金など)

(4)事業負担金(団体等事業に対する負担金など)

③支  　出 　 先 関市文化協会
(5)個人に対する補助金・負担金

(6)その他

令和２年度補助金・負担金調書 Ｎo. ※

担当課 文化課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 139950
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Ｒ 年 月 日 ～ Ｒ 年 月 日

（ ）

円

（ ）

令和２年度補助金・負担金調書 Ｎo. ※

担当課 文化課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 140000

１　補助金・負担金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金等の名称 関伝日本刀鍛錬技術保存会補助金 補
助
金
の
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支 出 の 根 拠 関市文化団体活動補助金交付要綱
(3)一般負担金(団体等への負担金など)

(4)事業負担金(団体等事業に対する負担金など)

③支  　出 　 先 関伝日本刀鍛錬技術保存会
(5)個人に対する補助金・負担金

(6)その他

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額 千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

意　図 日本刀鍛錬を通して交流がはかれ、伝統が継承される という状態にする

⑥期　　　　　間 2 4 1 3 3 31

⑤支 出 の 目 的

対　象 関伝日本刀鍛錬技術保存会 に対して

手　段 日本刀鍛錬技術の情報提供、会員間の交流 を行うことで

受益者 関伝日本刀鍛錬技術保存会 が（を）

補助・負担開始年度 昭和 45 年度

⑦事 務 局 体 制 ○ 主に市の担当課 　 主に支出先団体 その他

⑧構成員の負担 負担なし ○ 負担あり 負担額 一会員 あたり 2,000

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

①補助・負担金
　の額（千円）

H30決算 R1決算 R2決算 R3予算 補助・負担率を定めている→補助率

2,400 2,400 900 2,400
単価を定めている→算式

○ 定額補助・負担 その他

②過去における
　見直し状況

R2年度に予定されていた古式日本刀鍛錬、研磨・外装技術の一般公開が新型コロナウイルス感染防止のため軒
並み中止となったため、R2年度に交付した補助金2,400千円のうち1,500千円をR3年度予算から返還した。

③支出先の決算
　の状況

R2歳入決算額 3,372 千円 R1歳出決算額 1,114 千円 翌年度繰越額 2,258 千円

R2歳入に占める補助・負担金の割合 26.7 ％ 決算額を把握していない

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助・負担することが適当か 適切

類似の補助・負担金はあるか(あれば名称) なし

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助・負担を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助・負担率は適正か 適正

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

○ １現状のまま継続 ２補助・負担内容を見直す

③有効性

補助・負担の目的は達成できているか 達成できている

②課　　　　　題
　（改善状況等）

会員の減少

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討



○

Ｒ 年 月 日 ～ Ｒ 年 月 日

（ ）

円

（ ）

令和２年度補助金・負担金調書 Ｎo. ※

担当課 文化課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 140000

１　補助金・負担金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金等の名称 関市獅子舞保存会補助金 補
助
金
の
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支 出 の 根 拠 関市文化団体活動補助金交付要綱
(3)一般負担金(団体等への負担金など)

(4)事業負担金(団体等事業に対する負担金など)

③支  　出 　 先 関市獅子舞保存会
(5)個人に対する補助金・負担金

(6)その他

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額 千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

意　図 伝統文化を継承していく という状態にする

⑥期　　　　　間 2 4 1 3 3 31

⑤支 出 の 目 的

対　象 無形文化財獅子舞保存会 に対して

手　段 広く情報収集、獅子舞大会開催、後継者育成の助成 を行うことで

受益者 無形文化財獅子舞保存会会員 が（を）

補助・負担開始年度 昭和 45 年度

⑦事 務 局 体 制 ○ 主に市の担当課 主に支出先団体 その他

⑧構成員の負担 負担なし ○ 負担あり 負担額 一会員 あたり 3,000

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

①補助・負担金
　の額（千円）

H30決算 R1決算 R2決算 R3予算 補助・負担率を定めている→補助率

800 465 0 465
単価を定めている→算式

○ 定額補助・負担 その他

②過去における
　見直し状況

新型コロナウイルスの感染防止のため、R2年度には活動を行わなかったため、補助金の申請を見合わせた。

③支出先の決算
　の状況

R2歳入決算額 220 千円 R2歳出決算額 100 千円 翌年度繰越額 120 千円

R2歳入に占める補助・負担金の割合 0.0 ％ 決算額を把握していない

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助・負担することが適当か 適切

類似の補助・負担金はあるか(あれば名称) なし

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助・負担を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助・負担率は適正か 適正

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

○ １現状のまま継続 ２補助・負担内容を見直す

③有効性

補助・負担の目的は達成できているか 達成できている

②課　　　　　題
　（改善状況等）

後継者の育成

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討



○

R 年 月 日 ～ R 年 月 日

（ ）

円

（ ）

②課　　　　　題
　（改善状況等）

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

○ １現状のまま継続 ２補助・負担内容を見直す

③有効性

補助・負担の目的は達成できているか 達成されている

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助・負担を休止・廃止した場合の影響は大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助・負担率は適正か 適正

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助・負担することが適当か 適切

類似の補助・負担金はあるか(あれば名称)なし

②過去における
　見直し状況

③支出先の決算
　の状況

R2歳入決算額 271 千円 R2歳出決算額 254 千円翌年度繰越額 17 千円

R2歳入に占める補助・負担金の割合 14.8 ％ 決算額を把握していない

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

①補助・負担金
　の額（千円）

H30決算 R1決算 R2決算 R3予算 補助・負担率を定めている→補助率

40 40 40 40
単価を定めている→算式

○ 定額補助・負担 その他

⑦事 務 局 体 制 主に市の担当課 ○ 主に支出先団体 その他

⑧構成員の負担 負担なし ○ 負担あり 負担額 年間1人 あたり 3,000

意　図 地域の文化財について知る という状態にする

⑥期　　　　　間 2 4 1 3 3 31

⑤支 出 の 目 的

対　象 文化財 に対して

手　段 保護や調査研究 を行うことで

受益者 市民 が（を）

補助・負担開始年度 平成 25 年度

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額 千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

１　補助金・負担金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金等の名称 文化財保護協会補助金 補
助
金
の
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支 出 の 根 拠 決裁による
(3)一般負担金(団体等への負担金など)

(4)事業負担金(団体等事業に対する負担金など)

③支  　出 　 先 岐阜県文化財保護協会関支部
(5)個人に対する補助金・負担金

(6)その他

令和２年度補助金・負担金調書 Ｎo. ※

担当課 文化課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 140000



○

○

R 年 月 日 ～ R 年 月 日

（ ）

円

（ ）

②課　　　　　題
　（改善状況等）

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

○ １現状のまま継続 ２補助・負担内容を見直す

③有効性

補助・負担の目的は達成できているか 達成できている

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助・負担を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助・負担率は適正か 適正

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助・負担することが適当か 適切

類似の補助・負担金はあるか(あれば名称) なし

②過去における
　見直し状況

③支出先の決算
　の状況

R2歳入決算額 1,760 千円 R2歳出決算額 1,760 千円 翌年度繰越額 0 千円

R1歳入に占める補助・負担金の割合 25.0 ％ 決算額を把握していない

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

①補助・負担金
　の額（千円）

H30決算 R1決算 R2決算 R3予算 ○ 補助・負担率を定めている→補助率 1/4

0 440 0
単価を定めている→算式

定額補助・負担 その他

⑦事 務 局 体 制 主に市の担当課 ○ 主に支出先団体 その他

⑧構成員の負担 負担なし ○ 負担あり 負担額 1,760,000 あたり 440,000

意　図
適切に管理、修理、保護又は保存された指定文化財を受け継ぐことが
できる

という状態にする

⑥期　　　　　間 2 10 26 3 3 31

⑤支 出 の 目 的

対　象 指定文化財の所有者 に対して

手　段 指定文化財の管理、修理、保護又は保存に要する経費の一部補助 を行うことで

受益者 将来の市民 が（を）

補助・負担開始年度 1 年度

④国・県の負担 あり
国の負担あり 負担割合 負担額 千円

県の負担あり 負担割合 2/3 負担額 880 千円

１　補助金・負担金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金等の名称
岐阜県指定文化財保護事業
県重文　日竜峯寺本堂・宮殿・籠堂附宮殿棟札　防
災施設等

補
助
金
の
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支 出 の 根 拠 関市文化財保護事業補助金交付要綱
(3)一般負担金(団体等への負担金など)

(4)事業負担金(団体等事業に対する負担金など)

③支  　出 　 先 宗教法人　日龍峯寺　代表役員　室賀　経秀
(5)個人に対する補助金・負担金

(6)その他

令和２年度補助金・負担金調書 Ｎo. ※

担当課 文化課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 140000



○

○

○

R 年 月 日 ～ R 年 月 日

（

円

（

②課　　　　　題
　（改善状況等）

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

○ １現状のまま継続 ２補助・負担内容を見直す

③有効性

補助・負担の目的は達成できているか 達成できている

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助・負担を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助・負担率は適正か 適正

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助・負担することが適当か 適切

類似の補助・負担金はあるか(あれば名称) なし

②過去における
　見直し状況

③支出先の決算
　の状況

R2歳入決算額 110,000 千円 R2歳出決算額 110,000 千円 翌年度繰越額 0 千円

R2歳入に占める補助・負担金の割合 2.7 ％ 決算額を把握していない

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

①補助・負担金
　の額（千円）

H30決算 R1決算 R2決算 R3予算 ○ 補助・負担率を定めている→補助率 5%

0 3,000 0
単価を定めている→算式

定額補助・負担 その他

⑦事 務 局 体 制 主に市の担当課 ○ 主に支出先団体 その他

⑧構成員の負担 負担なし ○ 負担あり 負担額 110,000,000 あたり 21,500千

意　図
適切に管理、修理、保護又は保存された指定文化財を受け継ぐことが
できる

という状態にする

⑥期　　　　　間 2 9 28 3 8 31

⑤支 出 の 目 的

対　象 指定文化財の所有者 に対して

手　段 指定文化財の管理、修理、保護又は保存に要する経費の一部補助 を行うことで

受益者 将来の市民 が（を）

補助・負担開始年度 2 年度

④国・県の負担 あり
国の負担あり 負担割合 75% 負担額 82,500 千円

県の負担あり 負担割合 5% 負担額 3,000 千円

１　補助金・負担金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金等の名称
国指定文化財保存事業
重文　新長谷寺本堂保存修理事業 補

助
金
の
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支 出 の 根 拠 関市文化財保護事業補助金交付要綱
(3)一般負担金(団体等への負担金など)

(4)事業負担金(団体等事業に対する負担金など)

③支  　出 　 先 宗教法人　新長谷寺　代表役員　鷲津　雅仙
(5)個人に対する補助金・負担金

(6)その他

令和２年度補助金・負担金調書 Ｎo. ※

担当課 文化課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 140000



）

）

という状態にする

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

(4)事業負担金(団体等事業に対する負担金など)



○

Ｒ 年 月 日 ～ Ｒ 年 月 日

（ ）

円

（ ）

令和２年度補助金・負担金調書 Ｎo. ※

担当課 文化課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 140000

１　補助金・負担金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金等の名称 令和２年度第４回円空和歌集展事業補助金 補
助
金
の
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支 出 の 根 拠 決裁による
(3)一般負担金(団体等への負担金など)

(4)事業負担金(団体等事業に対する負担金など)

③支  　出 　 先 高賀自治会
(5)個人に対する補助金・負担金

(6)その他

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額 千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

意　図 自然に恵まれた伝統、受け継がれた歴史を実感できる という状態にする

⑥期　　　　　間 2 11 5 2 11 29

⑤支 出 の 目 的

対　象 市民 に対して

手　段 円空の仏像、和歌集等の魅力に触れるイベント を行うことで

受益者 市民 が（を）

補助・負担開始年度 2 年度

⑦事 務 局 体 制 主に市の担当課 ○ 主に支出先団体 その他

⑧構成員の負担 ○ 負担なし 負担あり 負担額 あたり

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

①補助・負担金
　の額（千円）

H30決算 R1決算 R2決算 R3予算 補助・負担率を定めている→補助率

0 0 400 0
単価を定めている→算式

定額補助・負担 ○ その他 事業による

②過去における
　見直し状況

前回は平成２８年度に開催された「円空フェスティバル」にあわせて、円空和歌集展を開催した。

③支出先の決算
　の状況

R2歳入決算額 522 千円 R2歳出決算額 522 千円 翌年度繰越額 0 千円

R2歳入に占める補助・負担金の割合 76.6 ％ 決算額を把握していない

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助・負担することが適当か 適切

類似の補助・負担金はあるか(あれば名称) なし

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助・負担を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助・負担率は適正か 適正

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

○ １現状のまま継続 ２補助・負担内容を見直す

③有効性

補助・負担の目的は達成できているか 達成できている

②課　　　　　題
　（改善状況等）

今回は関市制７０周年と関市洞戸円空記念館開館２５周年を合わせたイベントとして行っ
た。今後は関市洞戸円空記念館開館３０周年等節目の年に、円空に触れるイベントを開催
していくことで、定期的に円空の魅力に触れる機会を設けていきたい。

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討



○

年 月 日 ～ 年 月 日

（ ）

円

（ ）

令和２年度補助金・負担金調書 Ｎo. ※

担当課 文化課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 140000

１　補助金・負担金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金等の名称 関市刀匠移住事業補助金 補
助
金
の
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支 出 の 根 拠 関市刀匠移住事業補助金交付要綱
(3)一般負担金(団体等への負担金など)

(4)事業負担金(団体等事業に対する負担金など)

③支  　出 　 先 福留 裕晃
(5)個人に対する補助金・負担金

(6)その他

④国・県の負担 なし
国の負担あり 負担割合 負担額 千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

⑤支 出 の 目 的

対　象 刀匠 に対して

手　段 市内で鍛錬場建設に要する経費に対して補助 を行うことで

受益者 関市 が（を）

意　図 刀匠の減少防止、関伝日本刀鍛錬技術の保存と継承が図れる という状態にする

2 年度

⑦事 務 局 体 制 主に市の担当課 主に支出先団体 ○ その他 個人

⑥期　　　　　間 3 1 7 3 3 31 補助・負担開始年度

⑧構成員の負担 負担なし ○ 負担あり 負担額 残額 あたり

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

①補助・負担金
　の額（千円）

H30決算 R1決算 R2決算 R3予算 ○ 補助・負担率を定めている→補助率 1/2以内

0 0 2,000 0
単価を定めている→算式

定額補助・負担 ○ その他 上限2,000千円

②過去における
　見直し状況

③支出先の決算
　の状況

R2歳入決算額 4,640 千円 R2歳出決算額 4,640 千円 翌年度繰越額 0 千円

R2歳入に占める補助・負担金の割合 43.1 ％ 決算額を把握していない

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助・負担することが適当か 適切

類似の補助・負担金はあるか(あれば名称) なし

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助・負担率は適正か 適正

③有効性

補助・負担の目的は達成できているか 達成できている

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助・負担を休止・廃止した場合の影響は 大きい

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

○ １現状のまま継続 ２補助・負担内容を見直す

②課　　　　　題
　（改善状況等）

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討



○

○

○

R 年 月 日 ～ R 年 月 日

（ ）

円

（ ）

②課　　　　　題
　（改善状況等）

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

○ １現状のまま継続 ２補助・負担内容を見直す

③有効性

補助・負担の目的は達成できているか 達成できている

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助・負担を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助・負担率は適正か 適正

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助・負担することが適当か 適切

類似の補助・負担金はあるか(あれば名称) なし

②過去における
　見直し状況

③支出先の決算
　の状況

R2歳入決算額 7,610 千円 R2歳出決算額 7,610 千円 翌年度繰越額 0 千円

R2歳入に占める補助・負担金の割合 5.0 ％ 決算額を把握していない

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

①補助・負担金
　の額（千円）

H30決算 R1決算 R2決算 R3予算 ○ 補助・負担率を定めている→補助率 5%

0 0 380 0
単価を定めている→算式

定額補助・負担 その他

⑦事 務 局 体 制 主に市の担当課 ○ 主に支出先団体 その他

⑧構成員の負担 負担なし ○ 負担あり 負担額 7,610,900 あたり 1,599,900

意　図
適切に管理、修理、保護又は保存された指定文化財を受け継ぐことが
できる

という状態にする

⑥期　　　　　間 2 2 4 2 8 31

⑤支 出 の 目 的

対　象 指定文化財の所有者 に対して

手　段 指定文化財の管理、修理、保護又は保存に要する経費の一部補助 を行うことで

受益者 将来の市民 が（を）

補助・負担開始年度 2 年度

④国・県の負担 あり
国の負担あり 負担割合 75% 負担額 5,327 千円

県の負担あり 負担割合 5% 負担額 304 千円

１　補助金・負担金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金等の名称
国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金
重文　日竜峯寺多宝塔防災・耐震対策重点強化（防
災施設等）事業

補
助
金
の
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支 出 の 根 拠 関市文化財保護事業補助金交付要綱
(3)一般負担金(団体等への負担金など)

(4)事業負担金(団体等事業に対する負担金など)

③支  　出 　 先 宗教法人　日龍峯寺　代表役員　室賀　経秀
(5)個人に対する補助金・負担金

(6)その他

令和２年度補助金・負担金調書 Ｎo. ※

担当課 文化課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 140000



○

Ｒ 年 月 日 ～ Ｒ 年 月 日

（ ）

円

（ ）

②課　　　　　題
　（改善状況等）

実行委員の高齢化、後継者育成

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

○ １現状のまま継続 ２補助・負担内容を見直す

③有効性

補助・負担の目的は達成できているか 達成できている

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助・負担を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助・負担率は適正か 適正

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助・負担することが適当か 適切

類似の補助・負担金はあるか(あれば名称) なし

②過去における
　見直し状況

新型コロナウイルスの感染防止のため、R2年度には活動を行わなかったため、補助金の申請を見合わせた。

③支出先の決算
　の状況

R2歳入決算額 397 千円 R2歳出決算額 千円 翌年度繰越額 397 千円

R2歳入に占める補助・負担金の割合 ％ ○ 決算額を把握していない

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

①補助・負担金
　の額（千円）

H30決算 R1決算 R2決算 R3予算 補助・負担率を定めている→補助率

1,000 1,000 0 1,000
単価を定めている→算式

○ 定額補助・負担 その他

⑦事 務 局 体 制 主に市の担当課 ○ 主に支出先団体 その他

⑧構成員の負担 負担なし ○ 負担あり 負担額 一会員 あたり 6,000

意　図
市民の芸術文化体験の機会を提供し、関市住民が心豊かに夢を
持つことができる

という状態にする

⑥期　　　　　間 2 4 1 3 3 31

⑤支 出 の 目 的

対　象 さろん・こんさーと・せき に対して

手　段
関市文化会館小ホールで、クラシックを主とした生演奏のコン
サートを開く事業への補助

を行うことで

受益者 さろん・こんさーと・せき が（を）

補助・負担開始年度 平成 29 年度

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額 千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

１　補助金・負担金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金等の名称 さろん・こんさーと事業補助金 補
助
金
の
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支 出 の 根 拠 決裁による
(3)一般負担金(団体等への負担金など)

(4)事業負担金(団体等事業に対する負担金など)

③支  　出 　 先 さろん・こんさーと・せき
(5)個人に対する補助金・負担金

(6)その他

令和２年度補助金・負担金調書 Ｎo. ※

担当課 文化課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 141300


